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【城 ・ 城下町のくらし～その成り立ちにせまる～開催中！】

【秋の月　ひかりさや（清・明）けみ・・・・・】

　 どくしゅく あいおも　  　　　かんりん　　あ

    　  

　　八月十五夜禁中に獨り直し月に對して元九を憶ふ　　　白居易

　みなさんは城下町と聞くと、どのようなイメージをお持ちでしょうか。お侍さん

がたくさんいる、町人たちが商売をして賑わっている・・・そのようなものでしょ

うか。はにわ館第 2 展示室では特別展「城・城下町のくらし～その成り立ちにせま

る～」【10 月 5 日（土）～ 12 月 1 日（日）】を開催します。

　今回の展示は、中世から近世にかけて城や町がどのようにうつりかわっていくか、

その過程を知り、それぞれの時代の人々のくらしぶりを見ていきます。展示を通し

て当時のくらしの一端をのぞいていただければと思います。

　関連行事として、ミュージアムトーク（展示解説）【10 月 5 日（土）１３：３０

～１４：３０　はにわ館第 2 展示室】、講演会「殿様何してた？～発掘調査からう

かがう御殿の日常～」【11 月 10 日（日）13：30 ～ 15：00　松阪市文化財センター

第３ギャラリー】をおこないます。

　何百年も前にお城や城下町に住んでいた人々の日常生活をのぞいてみると、お殿

様も、お侍さんも、町人たちも私たちと同じ人間であり、私たちとつながっている

ことが実感できると思います。（担当）

城下町の人びとの

生活をのぞいてみま

せんか？

　　　　　    きんちゅう　 ひと　  ちょく　　　 　 たい　　　　げんきゅう　おも　　　　　　　　 はくきょい

さんご やちゅう　 しんげつ　 いろ

にせん　りがい　 こじん　　こころ　　　　　　　　　　　　

　秋のすみきった夜空の月影が、ひときわ印象的な季節になりました。明るくさえわたったこの季節の月は、古来、たくさ

んの詩歌によまれてきました。

 　秋の月 ひかりさやけみ 紅葉ばの おつる影さへ 見えわたるかな（紀貫之）

（秋の月の光がすみきってすがすがしいので、紅葉した葉の落ちる姿さえすみずみまで見えることよ。）

　白雲に 羽うちかはし 飛ぶ雁の　数さへ見ゆる　秋の夜の月（よみ人しらず）

　名月や　畳の上に　松の影（其角）

　文化財センター「はにわ館」では、恒例の「灯りコンサート」【10 月 12 日 ( 土 )17 時３０分～ 18 時３０分】が行われ

ます。今年は、Tiara のみなさんによるフルートデュオの夕べです。コンサートの始まるころはおそらく、くれなずむ日の

入り後の空に月齢 7 日の上弦の月がかかり、会場をとりまく無数のキャンドルのゆらめきとあわせ、スペシャルな秋の夜を

演出してくれることでしょう。

                                                                                         白居易　字は楽天　中唐（766 ～ 835）の詩人（所長）

　 

しょきゅう　　　　 　　 　えんぱ　ひや　　　　　　

よくでん　　　 　　　　  しょうろうふか　　　　　　

　　な　　おそ  　　 せいこう　　　　　　　　　　　

　こうりょう　ひしつ　　　        しゅういんた　　　　　　　　　

銀台　金闕　夕沈沈

獨宿　相思ひて　翰林に在り

三五夜中　新月の色

二千里外　故人の心

渚宮の東面は　煙波冷やかに

浴殿の西頭は　鐘漏深し

猶ほ恐る　清光　同じく見ざるを

江陵は卑湿にして　秋陰足る

＜宮殿のりっぱな建物や門に、夜は静かにふけていく。私はひとり昔ながらの友をおもって宮中の翰林院にいる。十五夜の今夜、東の

空にのぼったばかりの月の光、はるか遠く離れたところで君はなにをおもっているだろうか。君のいる渚宮の東側では、もやがひやや

かに水面にたちこめていよう。私のいる浴殿の西辺では、時をしらせる鐘や水時計が夜の深まりをつげている。それにしても気にかか

るのは、この月の光を君がともに見ていないのではないかということである。君がいる江陵の地は低地で湿っぽく、秋の冷えこみがは

げしい（と聞くからだ）。＞

　　　ぎんだい　　きんけつ　 ゆうべちんちん

文化財センター　はにわ館 ＆ ギャラリー文化財センター　はにわ館 ＆ ギャラリー 10 月10 月の催し物予定の催し物予定

10 月の休館日は、15 日（火）、21 日（月）です。

開館時間は 9時～ 17 時です（入館は 16 時 30 分まで）。

【はにわ館】　　入館料 100 円（18 歳以下無料）【はにわ館】　　入館料 100 円（18 歳以下無料）

第 1展示室   

第２展示室

第 3Ｇ　　　■講演会「殿様何してた？～発掘調査からうかがう御殿の日常」

　　　　　　　11/10( 日 )13:30 ～ 15:00 入場無料 事前予約不要　講師：亀山市歴史博物館館長　亀山　隆

第２展示室　　

ロビー　　

【ギャラリー】入場無料【ギャラリー】入場無料

第 1･2･3Ｇ  ■第 54 回松阪市美術展覧会 第１部（絵画、彫刻・工芸）　

             10/5（土）～ 10/14（月・祝） ※12 日は 19:00 まで、最終日は 15:00 まで

第 1･2･3Ｇ  ■第 54 回松阪市美術展覧会 第 2部（写真、書道）　

　　　　　　 10/26（土）～ 11/4（月・祝） ※最終日は 15：00 まで

第 1･2･3Ｇ　■MOA 美術館「松阪児童作品展」　11/9（土）～ 11/10( 日） 10:00 ～ 16:00　※最終日は 15:00 まで

古代生活体験イベント古代生活体験イベント

国史跡 天白遺跡公園　　■うれしの天白縄文まつり　10/27( 日 ) 10::00 ～ 15:00　※雨天時は中郷公民館体育館
（松阪市嬉野釜生田町）
　　　　　　  【発行】 松阪市文化財センター　【電話】 0598-26-7330　【サイト】 http://www.city.matsusaka.mie.jp/

■常設展「宝塚古墳の謎」

■特別展「城・城下町のくらし～その成り立ちにせまる」　10/5（土）～ 12/1（日）

■ミュージアムトーク（展示解説）10/5（土）13：30 ～ 14：30

■フルートデュオ Tiara が奏でる灯りコンサート 2013 10/12( 土 )17:30 ～ 18:30　※入場無料

原田二郎旧宅出土遺物伊坂城跡出土遺物


